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令和 5年度 地域きずな座談会 ⑤ 

1 日  時  令和 6年 2月 20 日(火) 

2 場  所  春日台社会福祉センター 

3 出 席 者  春日台一丁目～四丁目、古間木一丁目～二丁目、朝日台、古間木団地 

本町一丁目 

（住民 13名、地域生活支援コーディネーター（栄町）1名 、 

ニチイケアセンター三沢 1名、三沢市介護福祉課 3名、社協 4名） 

4 懇談記録  

■地域の現状・よいところ 

○現状 

・きれいに整備されていて緑もあり、街灯も多く、防犯面でとても良いところ。しか

し、住民同士のつながりはあまり無く、どうやったら交流、つながりができるの

か、町内会に参加してもらえるのか模索中。 

・若い人がなかなか増えない。今後若い人が住んでくれたらと思う。 

・町内会は 150 世帯程、1～3丁目まであり、3丁目は新しい地域、現在町内会役員は 3

丁目の人がメインになっている。老人クラブの活動をしているが、他地域ではどの

ような活動をしているのか参考にしたい。 

・町内会は 118 世帯 16 班。コロナの影響もあり、行事は少ない。クリーン作戦には

参加している。班長は順番にうまく回っているが、役員はそうではなく、世代交代

がうまくいっていない。 

・役員のなり手がないのは同じだが、高齢により、町内会を退会したいという声があ

る。準会員としてでも良いので、年に数回顔を出してもらい、つながっていけたら

よいと考えている。 

・三沢商業高校と防災について一緒に活動したいという話があり、合同訓練を想定し、

何度か会議をしている。いざというときに商業高校に避難する。生徒の力を借りな

がら訓練計画を立てているが、まだ計画段階である。 

・町内会の会員は 134 世帯、町内会長を交代したいがなかなかできない。空き家が増

えてきており、管理の方法を勉強しなければと考えている。 

・不動神社の管理は町内でやってきたが、町内の住民の高齢化に伴い、町内会長が二

日かけて草刈りを行っている。春日台保育園の子ども達が遊びに来るので大変だが

頑張っている。 

・町内会に加入している世帯は 107。新築の家が 7、8 軒増え、若い人が増えた。新築

の家は増えたが、亡くなる人もいるため軒数は増えておらず、現状維持の状態であ

る。 
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・長く住んでいる方々は顔なじみで心を許し合っているところもあるが、高齢化が進

み、家から出てこられなくなり、顔を合わせる機会が少なくなった。よそからアパ

ートに越してくる方は他者との交流を拒む人が多く、どのような人が住んでいるの

かわからない。町内会としても近所としても交流が減ってきている。 

・民生委員として高齢者の個別訪問をしていると、施設に入所したい、介護保険制度

について知りたい、草を刈ってほしい等、相談を受ける。 

・住んでいる気配はあるがなかなか会うことができない、近所の人に聞いても情報を

得られない人もいる。 

・三沢市の助成金（三沢市住宅取得支援事業助成金）をもらう条件に町内会に加入す

ることとある為、町内会に若い人が増えた。小さい子供がいる家庭もあるが、まだ

行事への参加はしていない。 

○よいところ 

・わからないことは聞けば教えてくれることが多く、町内会運営がしやすい。安心し

て暮らせる地域である。 

・自然が多く静かで住みやすい。幼、保、小、中、高と子ども達の登下校の声が聞こえ、

活気がありとても良い環境である。 

・道路の補装がされてきて、犬の散歩、ジョギング、ウォーキングをする人が増えて

きた。今年の冬は雪が少なかったので特に多かったと思う。若い人も増えて道路も

整備され、とても良いことである。 

・クリーン作戦の参加率がよい。集合場所を変えた結果、参加率が上がった地域もあ

る。 

○町内会費 

・町内会費を振込にしたらという意見が出ているが、高齢者は対応できない。 

・町内会費の平均値が知りたい。町内会員から会費が高いのではないかといわれる。

平均値がわかっていれば話しやすくなる。 

   →町内会のことは広報広聴課で把握しているかも。 

・コロナ禍で町内会費を下げたが、上げるのは難しい。なくしてほしいという声もあ 

ったが、町内の街灯、ゴミ箱等を管理するために必要だと話し、納得してもらった。 

 

■地域の交流・集いの場 

○三沢まつり 

・コロナで休んでいたことと、市からの指示で運行中の飲酒が禁止される等で、昔から

の参加者はほぼいなくなった。現在は 30歳以下の方が山車作成をしており、職人の

ような人もほぼいない状態で苦労している。 
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・子どもが少なく、山車の運行にも支障が出ており、他地域に声を掛け、参加してもら

っている。 

→祭りには 11 町内会で参加しており、希望者は誰でも参加できるようにしている。 

・今年は三沢まつり 100 周年なので何かやりたいと思っている。事故の無いように気

をつけたい。 

・今後の祭り準備に関して、資料をまとめており、誰でもわかるようにしている。 

○寺子屋 

・古間木地区には、えきまえ寺子屋と古間木地区寺子屋があり、活動は活発である。 

・えきまえ寺子屋の活動では、花見、100 歳体操、折り紙、青年の家でグランドゴル

フや陶芸等様々である。折り紙は特に盛り上がる。 

・現在の参加者は 13～15 人。移動手段が一番の問題であり、乗り合いで移動してい

る。 

・寺子屋を 4町内で共催しており、寺子屋の回覧は 4町内会で行っている。 

・他町内会で行事をやっているのを見て、自分の町内会でも何かやらないのか、とい

う声があり、何か企画しようと思っていた時にコロナがあり、開催できていない。 

→以前は町内会で行事を開催していたが、現在は企画しても参加者は少ない。 

・町内会で行事を企画しても人が集まらないので、寺子屋に参加してみはどうかと勧

めたが、様々な理由から参加しない方が多い。 

 →コロナのせいで外出するのがおっくうになったこともあると思うが、一緒に参加

する方がいればよいが、一人で参加するには勇気が必要であると思う。 

・えきまえ寺子屋を立ち上げて 15年程経つが、代表者を引き継ぎたいと思い、運営

に必要なデータをまとめてあるが、パソコン操作を覚えるとなるとなかなか大変だ

という声がある。 

・町内会と寺子屋の運営は別である。回覧文書は町内会で回しているが、現在、寺子

屋のチラシが回覧で回っていない町内もある。 

○連合町内会 

・西古間木地区連 11町内会で新年会、グランドゴルフ大会を開催したが、コロナの

関係でまだ数回しかできていない。 

・地区連の中に古間木団地町内会は入っていないが、高齢者の方も多く出歩く人も少

ない、子どももいるので地区連に加わることにより交流の機会にもなるのではない

か。 

・地区連の行事にみんな参加してくれれば良いと思っているが、現在、町内で行事を

やってほしいという声もある。実際やるとあまり人が集まらない。 
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・古間木地区の地区連、各町内会、老人クラブ、寺子屋、民生委員、PTA 等様々な活

動があるが、それぞれに活動していることが大変そうに感じる。個々に行事を開催

するのが難しいと思ったとき、地域の運動会等を一つの団体だけでなく、それぞれ

の団体から人を出し合って役割分担をして開催することによって、絆が深まり、ま

とまりが出てくるのではないか。個々の団体の行事不足も解消されていくのではな

いか。 

 

■地域の困りごと、課題 

・町内会役員の世代交代がうまくいっていない。 

・空き家が増えているが、環境整備、防犯面で管理をどのようにしていくか。 

・福祉的、経済的支援が必要な家庭に支援は届いているのか。自分で相談に動ける人は

いいがそれ以外の人たちには？ 

→現在実施している活動としては、おすそわけ便という活動を楽晴会が行っており、

民生委員、市内企業、様々な法人、ボランティアさんの協力で運営している。 

→緊急的な支援として、社協ではフードバンク、市役所では困窮者窓口等がある。 

→緊急的な支援が必要な人達の情報を拾うのは誰？ 

→地域の皆様にお願いしたい。いつもと状況が違うな、様子がおかしいなと思った

ら情報をいただきたい。 

→本人に接触する前に社協に相談するのか？ 

→状況によるのでまずは連絡をいただいいて、そこから対応を検討していく。 

○防災 

・災害時の避難場所が、古間木小だが、坂が多い地域でもあり、大変である。春日台社

会福祉センターを一時避難所としてはどうか。 

・災害時、各町内会に住民の数に応じてリヤカーを設置してはどうか。 

 →自主防災会の予算で購入するのはどうか。 

→自主防災会を作りたくても人員不足のため作れない地域もある。 

・暴風雨の時、防災無線で支援者は支援する人を避難させてと放送が入った。民生委

員として対象者を避難場所である三沢商業高校へ避難させたが、町内の人は誰も出

てこなかったということがあった。 

・自主防災会があり、市の出前講座を開催したが、参加人数は少なった。 

・災害時、要支援者の情報共有（個人情報の事を考えつつ）できるシステムがほしい。 

・災害時は班員の安否確認をするということを規約に載せようかという話が出ている。 
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■その他 

・小松ヶ丘の近くに春日台団地という住宅地ができ、春日台町内会ができた。7、8年

前に新しく道路ができたことをきっかけに町名を変えて春日台 4丁目ができた。 

・朝日台は以前、春日台団地という地名だった。春日台一丁目、二丁目とできてい

き、春日台団地ではない新町内会名を考えたとき、朝日台という町内会名ができ

た。 

 

■避難行動要支援者名簿と個別避難計画について、介護福祉課より別紙資料にて説明。 

 


